
【活動資料】野外体験  ※職員での指導は行いません ※30名 6人班小学校高学年想定 

 

 

 

5 まいぎり（火起こし） 
～木の摩擦で火を起こす、昔ながらの方法～ 

１注意事項 

 〇着火率は高くはありません。粘り強さと力強さが必要です。 

 〇麻ひもをほぐしたものとチャークロスの追加はございませんので、焚火などの火種にする場合の追加分は 

持参してください。 

○活動前に、水道・消火器・消火栓のいずれかの場所を確認してください。 

 

２期間  通年 

 

３目安時間（片付けを含む） 30分～ 

 

４雨天時  人数と場所によっては活動可 

 

5場所 

大門池広場・かがやきの広場・野炊場ABCD・体育館下ピロティ 

〇卓上での活動は、野炊場 ABCD・体育館下ピロティのみです。 

 

6準備物 

〇自然の家にあるもの  まいぎり・麻ひもをほぐしたもの・チャークロス・銀皿・火ばさみ小 

〇準備していただくもの 軍手 

 

7活動の流れ ※詳しくは別紙野外体験マニュアルをご確認ください。 

① 軸の先を板穴に立て、連続回転させる。 

② 煙が出て板の溝に黒い粉ができたら、さらに火種ができるまで回し続ける。 

③ チャークロスの上に火種を移し、麻ひもをほぐしたもので包んで息を吹きかけ火を起こす。 

 

8片付け 

 〇灰は指定のドラム缶へ捨てる。 〇掃除をする。 〇道具を返却する。 

 

9イメージ写真 

 

 


